
株式会社　ＴＯＳＹＳ提案団体名：

○提案内容　カメラ映像とＡＩ解析による交通量調査解析サービスについて

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙３の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙３の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

技術の概要・実績等
技術の
分野

解決する課題のイメージ
課題の
分類

現在の交通量調査は、人手によるカウントで行われているが、当該技術はＩＰカメラで撮影した映像をＡＩ解析により自

動的に人と車のカウントを正確に行うものであり、平成３０年１０月より弊社より「liveStyle eye」としてフューチャースタン

ダード社（AI分析）と連携してサービス提供しており、昨年末には長野市様からの依頼により、市内スクランブル交差点や

善光寺の門前交差点等でのイベント時の交通量実証実験として調査を実施し、スクランブル交差点等の混雑した場所での

調査に効果があると高い評価を得ている。

(2)

分析

予測

技術

Ⅰ.現在の人手による交通量調査における課題を「LiveStyle eye」（映像AI交通量調査）で解決できます。

（ア）

交通

モビリティ

・集計対象の属性を認識して属性毎のカウントと動向分析が可能

①コスト面から年１回の調査しかできない

・調査日の天候により、結果に影響がでる

・季節、曜日、イベント等の変動が取れない

②人手で行うことによる不具合が発生

・人により、調査精度にバラツキが発生

・数多いポイントの計測を行っているが、

調査人員の動員が難しくなっている

③混雑している状況での手動カウントは困難

④人の交通量調査しかできていない

Livestyle eyeにより全ての課題を解決することができ、

「数える」から「解析する」へ、圧倒的な情報量と解析力

で調査業務を変革し、より良い行政政策や商業施策

への反映ができます。

特に、スクランブル交差点では、手動の1/8のコストで、

正確かつ連続期間の調査と人以外の車のカウントが

でき、高い導入効果を得ることができます。

・スポット契約12時間まで ： 40,000円

・年間契約1,200時間まで：1,800,000円

現在(手動）の交通量調査の課題 Livestyle eyeにすると

・歩行者検出率 ：95％ 自動車の検出率：99％ 但し、夜間は明るさにより検出率は低下



 

部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）

電設・ITビジネス事業部
ITビジネス事業部門　SS部

植木　博 026-213-8930 ueki-hiroshi@tosys.co.jp

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

（３）その他

Ⅱ.Livestyle　eye　歩行者調査レポート例

（ア）

交通

モビリティ
自動車調査レポート例

□映像の中で、通行量をカウントする場所を選択する 一つの映像から広範囲のエリア（複数のエリア）を測定し

歩行者の進行方向、および、男・女・子供の識別が可能

□歩行者の進行方向、および、男・女・子供の識別が可能

1

2

□時間帯による歩行者（男女別）の割合を視覚化

（平日、朝・昼・夕方にそれぞれ通行量のピークがある） （休日、昼の時間帯が通行量ピーク）

□映像から、交通量をカウントする道路を選択する 一つの映像から、進行方向ごと、車種別の交通量集計が可能

1

2

□基礎データから、曜日別の交通量、車種割合などを簡単に視覚化

□時間帯による自動車の割合を視覚化

（休日、高原方面への交通量は午前中がピーク） （休日、市街地方面への交通量は午後がピーク）

mailto:ueki-hiroshi@tosys.co.jp

